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：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で、5年間が経過している事業
④再評価実施後、5年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価

神奈川県



区間 ：自）茨城県土浦市中

至）茨城県土浦市中貫
計画延長 ：8.8ｋｍ
幅員 ：一般部 20.0ｍ

橋梁部 18.5ｍ
道路規格 ：第3種第1級
設計速度 ：80ｋｍ/ｈ
車線数 ：４車線
事業化 ：昭和44年度
事業費 ：約338億円
計画交通量 ：39,600～48,700台/日

１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的

・交通渋滞の緩和および安全性の確保
・地域産業の支援

（2）計画の概要
つちうらしいばらきけん なか
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つちうらしいばらきけん なかぬき

標準横断図 橋梁部一般部

中村陸橋下

上高津

学園大橋南 真鍋跨道橋

バイパス入口

中貫



２．事業進捗の状況２．事業進捗の状況

・事業の経緯
○昭和４１年度：都市計画決定
○昭和４４年度：事業着手
○昭和４７年度：用地買収着手
○昭和４８年度：工事着手
○昭和５３年３月３０日：部分供用（土浦市常名～中貫 L=2.4km 2/4）
○昭和５７年３月２７日：全線暫定供用（土浦市中～常名 L=6.4km 2/4）
○平成 ２年２月 ６日：４車線供用（土浦市常名～板谷 L=1.4km 4/4）
○平成 ２年３月１２日：４車線供用（土浦市永国～上高津 L=1.5km 4/4）
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用地取得率：100％

S56年度
6.4km

S52年度
2.4km2車線

H元年度
1.5km

H元年度
1.4km

4車線

未整備
0.8km

未整備
4.1km

土浦バイパス L=8.8km

区間① 区間② 区間③ 区間④

H15年度
1.0km

未整備
1.0km

区間⑤

2車線

4車線



３－１．社会経済情勢の変化３－１．社会経済情勢の変化
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・・ S44S44年度の事業化後、年度の事業化後、SS５６５６年度年度に全線２車線で暫定供用し、交通状況を踏まに全線２車線で暫定供用し、交通状況を踏ま
え、一部え、一部４車線化を進めてきた。４車線化を進めてきた。

・土浦バイパスの交通量は、Ｈ元年度の一部４車供用により増加。以降は、・土浦バイパスの交通量は、Ｈ元年度の一部４車供用により増加。以降は、33万万
台台/12/12hh程度程度を推移。旅行速度はを推移。旅行速度は年々年々減少、混雑度は増加減少、混雑度は増加傾向傾向。。

資料：道路交通センサス

交通状況の変化

■土浦バイパスの交通量の変化 ■土浦バイパスの旅行速度・混雑度の変化

資料：道路交通センサス
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３－２．社会経済情勢の変化３－２．社会経済情勢の変化
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周辺には宅地や教育施設、
商業施設などの立地が進行

■上高津・下高津地先の沿道状況の変化

資料：土浦市提供航空写真

Ｈ７：沿道状況
(暫定供用・一部４車供用)

Ｓ４４：沿道状況
(バイパスなし)

■都和・板谷地先の沿道状況の変化

354
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つくば国際大学や宅地が立地

桜ﾆｭｰﾀｳﾝなどの宅地が立地

桜ﾆｭｰ
ﾀｳﾝ
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Ｓ５５：沿道状況
(一部暫定２車供用)

6

都和・板谷地先

上高津・下高津地先

周辺開発状況の変化

・土浦バイパス周辺には、宅地や教育施設、商業施設などの立地が進行・土浦バイパス周辺には、宅地や教育施設、商業施設などの立地が進行 。。

・平成２年度以降、事業進捗を図っていないことから、その間の社会・経済情勢・平成２年度以降、事業進捗を図っていないことから、その間の社会・経済情勢
の変化を踏まえ、４車線整備についての事業評価を行う。の変化を踏まえ、４車線整備についての事業評価を行う。

永国
団地

天川
団地

Ｓ４４：沿道状況
(バイパスなし)

Ｈ７：沿道状況
(暫定供用・一部４車供用)
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Ｓ５５：沿道状況
(一部暫定２車供用)
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４－１．事業の必要性に関する視点４－１．事業の必要性に関する視点

・・昭和５６年度までに全線暫定２車線で供用し、平成元年度までに約２昭和５６年度までに全線暫定２車線で供用し、平成元年度までに約２..９ｋｍが９ｋｍが
４車線供用。４車線供用。

・土浦バイパスにおいて、交通渋滞・土浦バイパスにおいて、交通渋滞が発生が発生。多くの区間で県平均。多くの区間で県平均（（1.11.1万人時間万人時間//
年･年･kmkm：片側車線）：片側車線）を上回を上回り、渋滞損失額は年間約２１億円。り、渋滞損失額は年間約２１億円。

渋滞損失時間の現状（平成２０年度）

渋滞損失額：約２１億円/年
（渋滞損失時間：約６４万人時間/年）

※上下線合計
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～ 5万人時間/年・km

5～10万人時間/年・km

10～20万人時間/年・km

渋滞損失時間

20～ 万人時間/年・km

土浦バイパス土浦バイパス L=8.8kmL=8.8km 再評価対象区間再評価対象区間

１車線１車線 ２車線２車線 １車線１車線 ２車線２車線 １車線１車線
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車線の減少による交通混雑
（片側２車線→１車線）

①土浦ＢＰ下り(板谷地先)の交通状況

渡河部における交通混雑

至 東京

至 水戸

②土浦ＢＰ(桜川橋)の交通状況
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平面交差点
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土浦バイパス土浦バイパス L=8.8kmL=8.8km 再評価対象区間再評価対象区間

１車線１車線 ２車線２車線 １車線１車線 ２車線２車線 ２車線２車線
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土浦北ＩＣ桜土浦ＩＣ

至

つ
く
ば
Ｊ
Ｃ
Ｔ

県平均の約県平均の約1212倍倍
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資料：H20プローブ調査結果

※渋滞損失時間の茨城県平均：1.1万人時間/年・km
（片側車線の場合の渋滞損失時間）

県平均の約県平均の約66倍倍
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5 10 15 20 25

 　　　②整備後
（土浦BP完成4車線ルート）

①整備前
（土浦BP現況ルート）

（単位：分）

４－２．事業の必要性に関する視点４－２．事業の必要性に関する視点
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・土浦バイパス周辺には、工業団地や商業施設が立地し、近年では製造品出・土浦バイパス周辺には、工業団地や商業施設が立地し、近年では製造品出
荷額や商業年間販売額が増加傾向。荷額や商業年間販売額が増加傾向。

・土浦バイパスの整備により、・土浦バイパスの整備により、アクセス性が向上し、地域産業の振興に期待アクセス性が向上し、地域産業の振興に期待。。

地域産業（工業・商業）の支援

資料：いばらき統計情報

■土浦市の製造品出荷額等の変化
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■土浦市の商業年間販売額(飲食業を除く)の変化

資料：いばらき統計情報

■土浦バイパス起点部～土浦千代田工業団地までの所要時間

所要時間が１０分短縮

（2）地域産業の支援



■■事業全体事業全体

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
※Ｂ／Ｃ算定に用いた費用（Ｃ）の事業費は、主な費用の支出が事業着手（Ｓ４４年度）からＨ元年度迄の基準年以前であるため、
現在価値化により増加。

注２）費用及び便益額は整数止めとする。

注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

基準年：平成21年度

31億円

維持管理費

1,007億円976億円
１．３

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

1,287億円59億円218億円1,010億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

10億円

維持管理費

81億円71億円
５．８

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

469億円43億円97億円329億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益便益((ＢＢ))
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５．費用対効果５．費用対効果



６．事業進捗の見込みの視点６．事業進捗の見込みの視点
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・全区間の用地取得は既に完了しており、計画的に工事の推進が可能。

・今後は、暫定供用区間の４車線供用を図り、全区間の早期供用を目指す。

※区間⑤（上り線）については、 Ｈ１５年度より２車線運用を実施。

土浦バイパス L=8.8km

区間① 区間② 区間③ 区間④ 区間⑤

全
区
間

暫
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４
車
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化
着
手

区
間
①

区
間
③

区
間
⑤

４
車
線
化

工
事
着
手

～Ｓ５６ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４～
区間① 用地 100%

測量・設計
工事 ２車線供用 ４車線化

区間③ 用地 100%
測量・設計
工事 ２車線供用 ４車線化

区間⑤ 用地 100%
測量・設計

工事 ２車線供用 ４車線化

年　　度



・全区間の用地取得は既に完了しており、計画的に工事の推進が可能。

・今後は、暫定供用区間の４車線供用を図り、全区間の早期供用を目指す。

７．今後の対応方針（原案）７．今後の対応方針（原案）

（1）事業の必要性等に関する視点

（2）事業進捗の見込みの視点

（3）対応方針（原案）

事業継続
・残区間の用地取得は完了しており、早期の効果発現を図ることが適切である。

・昭和５６年度までに全線暫定２車線で供用し、平成元年度までに約２.９ｋｍが４車線供用済。

・茨城県の骨格を形成する主要幹線道路である国道6号の土浦バイパスにおいては、交通渋
滞が多くの区間で発生しており、より一層の交通円滑化、安全性の確保が必要。

・土浦バイパスの整備により、アクセス性が向上し、地域産業（工業や商業）の振興などを支援。

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．３である。
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